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　千葉大学において環境マネジメントシステムが導入されて 10 年になる。
2003 年 10 月 10 日に環境 ISO 学生委員会の初会合が行われ、同 27 日に磯野
可一学長（当時）によるキックオフ宣言がなされた。このキックオフ宣言にお
いて、学生主体で環境マネジメントシステムの導入と運用を行い、国際規格
ISO14001 を西千葉キャンパスから順次取得することが述べられたのである。
10 年目を迎えた 2013 年 10 月 12 日（土）に、「千葉大学環境マネジメントシ
ステム 10 周年記念シンポジウム」が開催された。以下に、その記録を収録する。
〈開場―関係者メッセージ〉
司会：ご来場のみなさま、本日はお忙しい中ご足労いただき、ありがとうござ
います。ただいまより環境 ISO 学生委員会 10 周年記念シンポジウムを開催い
たします。本日司会を務めます総合政策学科 2 年の牧野雪と申します、よろ
しくお願いします。はじめにコンセプトを説明させていただきます。千葉大学
環境 ISO 学生委員会が今年で活動 10 周年を迎えました。そこで、当委員会の
活動記念および今後の活動の更なる発展のためにシンポジウムを開催すること
となりました。この中で学生委員会 OB、OG の方々をお招きし、10 年後を見
据えた意見等をいただくためパネルディスカッションを行います。続いて本日
のプログラムをお知らせします。10 周年にあたり、さまざまな方よりお祝い
のメッセージをいただいています。まずこちらをご紹介します。続いて学生に
よる環境マネジメントシステムの経緯について倉阪教授より、現在の委員会活
動紹介を三枝委員長よりいただきます。10 分間の休憩を挟んだ後、OB、OG
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の方々のパネルディスカッションを 1 時間程度行います。最後に三枝委員長
よりお礼の挨拶があります。では、はじめに齋藤康千葉大学長よりお祝いのメッ
セージをいただきましたのでビデオレターをご覧いただきます。
〈齋藤康　千葉大学長〉
齋藤：みなさま、こんにちは。海外出張のため、ビデオレターという形になり
ましたことをおゆるし下さい。はじめに、千葉大学環境 ISO 学生委員会が活
動を始めて 10 年目を迎えるということで、素晴らしい活動を 10 年間継続し
て行ってきたことに心から敬意を申し上げますと共にお祝いを申し上げたいと
いう気持ちでいっぱいです。環境を守り、維持していくということについては、
もちろん大学全体で考えていこうと思っていますが、何と言っても本学の特徴
は、学生が先頭になって行っているということです。このことが、全国でも非
常に珍しい活動として認められ、今日のいろいろな成果を生み出す大きな力に
なっています。そのような意味で学生さんの功績や努力は並大抵のものではあ
りません。
　活動の中でも特に省エネが進展し、床面積あたりのエネルギー消費がこの規
模の総合大学の中ではトップクラスになっているということも、極めて重要な
成果のひとつだと思います。今年は、太陽光パネルの導入も進み、エネルギー
マネージメントシステム ISO50001 の取得に向けて大変積極的に取り組んで
います。また、決して大学の中だけに閉じるのではなく、地域に方々とも一緒
にこの環境を考えていることもまた素晴らしいと思います。
　このような活動を通じて今後も環境を守るということだけではなく、その活
動を通じて人間を形成し、知識を修得し、社会に出て働くためのいろいろな熱
意を蓄えていけるような人材形成・人材育成ということに繋がっていってくれ
ることを願っています。本日はせっかくの会に出席することができず大変残念
ですが、今までのご苦労に感謝するとともに、これからの発展を期待させてい
ただいて、私の挨拶に代えさせていただきます。本日はおめでとうございました。
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〈熊谷俊人　千葉市長〉
司会：続きまして、本日お祝いのメッセージをいただきました方々をご紹介し
ます。千葉市長 熊谷俊人様、キャンパス整備企画室長 上野武様、松戸・柏の
葉地区環境 ISO 実行委員会委員長 秋田典子様、経済産業省産業技術環境局認
証課 近藤裕貴様です。はじめに、千葉市長  熊谷俊人様よりのビデオレターを
ご覧いただきます。
熊谷：千葉市長の熊谷俊人です。千葉大学環境 ISO 学生委員会の 10 周年とい
うことで大変おめでとうございます。わたしたち千葉市はリサイクル、そして
ごみの削減等にかなり取り組んでいる自治体ですが、それらを進めていく上で、
多くの市民の方々に関心を持っていただく、また小さなことでもいいのでやっ
ていただく、そのように輪を広げていくということがいちばん大事だと思って
います。特に環境については意識の高い方々はもう取り組んでいただいてい
ますが、そうではない方々にどれだけ浸透していけるかがこれからの課題だと
思っています。
　その中で、私たちからすると若い世代の方々に特に浸透していく、理解をし
ていただかなければならないと思っていまして、その意味で千葉大学ではこの
ようなかたちで環境 ISO 学生委員会の方々がまさに若い世代を代表して率先
して活動していただいています。この方々と連携していくことで学生や若い
方々の経験が活かせるという意味でも、このようなユニークな存在が千葉市に
あるということはわれわれとしては大変嬉しく思っています。
　これからみなさまがたに期待することですが、私ははじめにみなさんの存在
を知ったときはこのようなものが大学にあるのかと驚きました。サークルやそ
のようなものを超えて、千葉大学の運営の中に学生が入り込んでコミットをし
ているという非常に特殊な存在だと思います。またさまざまな環境イベントな
どでも実際にブースを出したりして展開しているのも何度も見ています。学生
でもここまでできるのだということを証明していただいていると思いますので、
どうぞこれからもこの取り組みを継続していただければわれわれとしては大変
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ありがたいと思います。今後、他の大学にもこの取り組みが広がっていってく
れれば、千葉から学生が主体となって環境政策を大いに進めていく、さらに学
生にとってもフィールドワークの場になるという実例がもっと多くの方に知っ
ていただけると思います。そうなれば、大きな社会変革の波が作れるのではな
いかと思います。
　この 10 周年を機にみなさんの委員会の活動をより活発化されてそして私た
ち千葉市との連携、市民との連携がさらに広がっていくことを祈念して、私か
らのお祝いのメッセージに代えさせていただきます。本当におめでとうござい
ます。
〈関係者メッセージ〉
司会：続きまして経済産業省認証課 近藤裕貴様よりのメッセージです。
近藤：このたびは千葉大学環境 ISO 学生委員会の 10 周年記念シンポジウムの
開催を心よりお慶び申し上げます。おめでとうございます。今後とも EMS 活
動のみならずエネルギーシステムに関する活動にも大変期待しております。今
後ともご指導のほどよろしくお願いします。
司会：続きまして千葉大学キャンパス整備企画室長 上野武様よりのビデオレ
ターをご覧いただきます。
上野：環境 ISO 学生委員会のみなさん、OB、OG のみなさん、10 周年の記念
イベントおめでとうございます。キャンパス整備企画室長の上野です。さかの
ぼりますと、10 年前の 2003 年 10 月 27 日に「語らいの森」で当時の磯野学
長がキックオフ宣言をしたところから活動が始まっています。倉阪先生のご尽
力でその当時から学生の委員会を中心にした活動でこの環境 ISO を進めてき
ています。私は今、千葉大学の内部監査責任者になっていますが、10 年内部
監査を続けていますと教職員の考え方がずいぶん変わってきたと思っています。
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これはやはり学生のみなさんが教職員と一緒になって内部監査をしているとい
うことが影響していると思っています。
　海外の大学ではサステナブルキャンパスという取り組みが進められています。
これはただ単に物理的な環境影響を考えるということだけではなくて、大学に
おける環境教育や環境研究、そういった成果をキャンパスで実証しながら地域
に広げていこうというものです。その意味では千葉大学は日本の中でトップラ
ンナーと言ってもいいと思いますが、それに安心することなく、さらに多く
の学生のみなさんがこの活動に参加してくれるようになることを祈っています。
本日はおめでとうございます。
司会：続きまして松戸・柏の葉地区環境 ISO 実行委員会委員長 秋田典子様よ
りのビデオレターをご覧いただきます。
秋田：松戸・柏の葉地区環境 ISO 実行委員長の秋田です。このたびは 10 周年
おめでとうございます。松戸・柏の葉地区は ISO の運用を始めて 8 年目です
ので、10 周年までにあと 2 年ありますが、これからも今までのように続けて
いきたいと思っています。ISO 学生委員会の学生には、園芸学部所属の学生
が多いと思います。これは園芸学部にはもともと環境に関心のある学生が多い
ことによるものだと思います。1 年生のときは西千葉で活動し、2 年生からは
松戸や柏の葉に移って活動を続けているのですが、こちらのキャンパスらし
さを活かした活動にこれまで取り組んできていると思います。例えばコミュニ
ティーガーデン、緑と花を使った被災地の支援活動、あるいは緑のカーテン、
それからひとり一鉢運動などです。こうした園芸学部らしさを活かした ISO
の活動を、これからも続けていってほしいと思っています。ISO は学生が主
体となっているということで、われわれ教員も学生から学ぶことが非常にたく
さんあります。学生と教員で知恵を出し合って、よりよいキャンパスの環境づ
くりにこれからも取り組んでいきたいと思っています。これからも ISO がま
すます発展することを祈っています。
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司会：続いて会場からのメッセージに移ります。亥鼻地区環境 ISO 実行委員
会委員長 諏訪園靖様よろしくお願いいたします。
諏訪園：ただ今ご紹介いただきました諏訪園です。医学部では環境労働衛生学
という教室の准教授をしていまして、衛生学を教えています。今回、環境 ISO
学生委員会が活動継続 10 周年を迎えたということで、まことにおめでとうご
ざいます。心よりお慶び申し上げます。
　亥鼻の取得の経緯についても少し紹介をしてほしいということですので、お
話させていただきますが、2005 年 7 月 19 日に亥鼻地区の環境 ISO 取得準備
委員会の第 1 回が開催されています。この時胸部外科学教授の藤澤武彦理事の
強い後押しでこの活動が始まったと記憶しております。そして環境生命医学の
森千里教授と松野義晴先生、私の 3 人で亥鼻キャンパスの準備を進めていき
ました。2006 年に教授会等で説明をして、内部監査・外部監査を受けて 2007
年に亥鼻地区も含めて環境 ISO の認証をいただきました。
　そのときに認証取得の記念セミナーをやりまして、株式会社エコマネジメン
ト研究所の森下研代表取締役のご講演をいただきました。そのときは企業の環
境 ISO の取得率が当時（平成 16 年くらいの話ですが）上場企業で 82％、非
上場でも 60％と、かなり認証取得が企業の間で広まってきているということ
でした。平成 8 年は 4％だったそうです。それから、環境マネジメントシステ
ム導入に関する、お茶のたとえのお話がありました。急須にお茶とお湯をちょ
うどよく入れてやると出し殻もそんなにたくさん出なくておいしいお茶が飲め
る、と身近でわかり易いお話をいただいたことを覚えています。
　亥鼻のキャンパスは医学教育機関ですので、環境マネジメントシステムを導
入することで、エネルギーを節約するとか、化学物質の管理を適切にして社
会的責任を果たし、病院などの医療関係で当然行われるマネジメントのシス
テムを学生のうちから勉強してもらう。それから光熱費削減することで研究に
使える資源を増やしてより発展させていくという考え方が広まってまいりまし
た。この点で、取得は非常に重要なことだったと思います。認証取得後、医学
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部、看護学部、薬学部の学生が西千葉の学生委員会の学生にご協力をいただき
ながら活動してきましたが、亥鼻キャンパスでの学生委員の確保が難しく、西
千葉の学生のみなさん、それから事務局のみなさま、倉阪先生をはじめとする
先生方のご協力でなんとか活動を継続していることにこの場を借りて感謝を申
し上げたいと思います。どうもありがとうございます。
　本日は卒業生のみなさまもたくさんいらしているということで、社会に出て
から学生の頃といろいろ視点が変わっていると思います、本日は、今後の環境
ISO 学生委員会の活動のためにさまざまなよいディスカッションがなされる
のではないかと楽しみにしております。最後に、この 10 年間の環境 ISO の活
動が順調に継続、発展されてきたことに心よりお祝い申し上げて、私のご挨拶
とさせていただきます。
司会：諏訪園様ありがとうございます。続いて千葉大学法経学部特任講師 馬
上丈司様よりメッセージをいただきます。
馬上：ただいまご紹介にあずかりました馬上です。この中でおそらく ISO に
学生の頃から関わっている唯一の人間になりますが、ちょうど今みなさまが
座っているこの場で 10 年前に環境 ISO 学生委員会の発足の会合を行いまして、
今そこに座りながらその時のことを思い起こしていました。2003 年に発足し
てから早いもので 2013 年になり、先輩から後輩から集まりますと、本当に多
くの人が活動に関わってきたのだなということを今改めて感じています。自分
は委員会に入った当時 20 歳でしたけれども、30 歳になりました。それだけの
長い時間を積み重ねてきたもののひとつの結実として、10 周年のイベントを
開催できることになりました。このイベントは、これまでの 10 年を振り返る
イベントでもありますし、またここにいる現役の学生にとっては今後 10 年を
考えるイベントでもあります。
　私は 10 年前 2 年生でしたが、10 年後の姿は全く想像できていませんでした。
次の 10 年はどうなっていくのか、喫緊の話で言えばこの活動の拠りどころに
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なっている ISO14001 は再来年に大きな改定が予定されていますし、その中
で仕組みも変わってくることと思います。それに対応しつつ、さらに世の中の
様々な要請に応えながら、それを先取りしながら活動に取り入れていく。ある
いは対外的に影響を及ぼしていく。当委員会の活動に触発されて他の大学で取
り組みが始まった例もあります。そういったある種先進的な取り組みを期待さ
れる立場にも、千葉大学の環境 ISO への取り組みがなっていると感じています。
　現役のみなさんは、先輩たちがこれだけいて自分たちが更にそれをつないで
いくのだというプレッシャーも感じていると思います。千葉大学の活動は常に
外から注目されています。私もさまざまなところにお話をしに行ったりします
と、やはり千葉大学の環境 ISO はすごく有名です。それは霞ヶ関であったり、
他の大学であったり、業界であったり企業さんであったり、全く変わりなく知
られています。このイベントが、そのプレッシャーや期待を乗り越えていくよ
うな活動を始めていくきっかけとなればいいと考えています。
　この 10 周年の活動は、学生のみなさん、それから先輩のみなさんの努力と
それを支えていただいた多くのみなさまのご支援の賜物と思います。10 周年
おめでとうございますということと、また当事者としてこの 10 周年ありがと
うございますということを述べさせていただいて、私からの祝辞とさせていた
だきます。どうもありがとうございました。
〈千葉大学における学生主体の環境マネジメントの経緯〉
司会：馬上様ありがとうございます。続きまして学生による環境マネジメント
システムの経緯について、千葉大学の教員系の環境管理責任者である倉阪秀史
教授にお話いただきます。
倉阪：こんにちは、お久しぶりです。眺めると大変懐かしい顔がたくさんいて、
これだけたくさんの人を輩出したというか、育ってもらったという感慨もひと
しおです。今日は外部からのお客様もいらっしゃいますので、千葉大のシステ
ムでどのようなことをやってきたかをざっとおさらいしていきたいと思います。
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　千葉大学は全学で学生・院生 15000 人という大きなキャンパスで、九つの
学部や各種の大学院・センター・附属学校からなっています。ちなみに法経学
部は来年度から法政経学部になり、また新しい歴史が始まります。
　2003 年 10 月 10 日が学生委員会の誕生日で、その後、当時の磯野学長によ
るキックオフ宣言が行われました。当時、2004 年 4 月からの独立行政法人化
という大きな変化をばねにして何かトップダウンでやりたいというような話も
あったと聞いています。2005 年 1 月に西千葉で ISO14001 を取得し、翌年度
に松戸・柏の葉に、2007 年 1 月に亥鼻にそれぞれ認証を拡大しました。この間、
2006 年 5 月には千葉大学生協でのレジ袋有料化を開始し、2007 年 4 月には
千葉大学化学物質管理システム CUCRIS とミックス古紙（雑紙）の回収シス
テム（西千葉・亥鼻）を導入しました。そういった具体的な取り組みも進展し、
2009 年には環境 ISO 学生委員会の NPO 法人化が行われました。今年度（2013
年度）は、また新たなチャレンジとして、先程から話が出ているエネルギーマ
ネージメントシステム ISO50001 の認証取得に向けて取り組んでいるところ
です（注：2013 年 12 月に千葉大学は全国の大学ではじめて ISO50001 の認
証を取得した）。
　取得までの経緯ですが、2002 年 3 月に環境シンポジウム＠千葉大学を開催
したのがひとつのきっかけです。そのときに初代委員長は 1 年生だったと思い
ます。『日本がもし 100 人の村だったら』を書いた池田香代子さんに来ていた
だきました。シンポジウムに併せて『千葉大がもし 100 人の村だったら』と
いう本を津田和俊君がディレクターで作って、後日マガジンハウスが出版して
くれました。このシンポジウムの後、急速に ISO14001 の認証取得の機運が
学内で高まりました。学長から学生主体で進めなさいという指示があり、学生
に呼びかけ、2003 年 10 月 10 日に環境 ISO 学生委員会が発足しました。最初
は 40 名程度集まってくれました。初代委員長が今日いらっしゃっている岡山
咲子さんで副委員長が岩崎慎平君です。岩崎君は環境の研究者として独り立ち
しています。
　キックオフ宣言では、認証取得の 4 つの理由を挙げています。1 つが事業
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者としての社会的責任を果たすということです。2 つ目が公的教育機関として
率先して実行するということです。3 つ目が千葉大学の先進性のアピールです。
千葉大学では飛び級などいろいろと新しいことをやっています。こういう先進
性を社会に訴えるということです。4 つ目が経費の有効利用を図るということ
です。
　学生主体で運営するという試みについては、運用開始してから数年経って、
学生が関与しない三つの部分を明確にしました。第一が法規制遵守のための各
種手続きです。実は初めは学生が規制遵守マニュアルを作っています。中国の
留学生である黄振宇君が担当でした。留学生ですが流暢な日本語を話す歴史が
大好きな彼が、日本の法規制を勉強して遵守マニュアルを作りました（今、中
国イオンの社長秘書をしています）。その後、法規制遵守については施設環境
部がやることにしました。第二に学外からの苦情処理です。これも施設環境部
がやります。第三に各種データ類の収集です。環境報告書に掲載する環境関係
のデータは全て施設環境部の方で集計していただいています。
　裏を返せばこの 3 つ以外はほとんど学生にやってもらっていることになり
ます。ここまで学生が関与している点は、熊谷市長もおっしゃっていたように
珍しいと思います。基礎研修のパンフレットの作成、環境報告書の編集や内部
監査計画の立案を行い、内部監査での質問項目の原案も学生がつくります。今
年、エネルギーマネジメントを入れたかたちで、千葉大学環境・エネルギーマ
ネジメントマニュアルを作りましたが、このときは学生と私が一緒に 1 日半
かけて作成しました。キャンパスごとの環境目的・目標・実施計画は班ごとに
原案を書いて、それをまとめるかたちで原案を作成しています。そのようにし
て作った目的・目標・実施計画を実行するためのいろいろな企画も学生が立案
します。
　このような学生の活動を単位システムで支えるのが千葉大方式と言われて
いるものです。1 年生向けの「環境マネジメントシステム実習Ⅰ」（火曜 6 限、
年間隔週 2 単位）は、年によって波がありますが、だいたい 100 人くらいの
受講生があります。残念ながら亥鼻キャンパスの受講生がゼロになってしまっ
105
千葉大学　公共研究　第 10 巻第１号（2014 年３月）
たということで、今年度から「松戸・柏の葉地区」と「西千葉・亥鼻地区」の
2 つの学生委員会でやっています。2 年生向けの「環境マネジメントシステム
実習Ⅱ」（年間隔週 2 単位）の受講生は、だいたい半分ぐらいの人数になりま
す。各キャンパスで開講しています。実習Ⅱでは、班活動に加えて基礎研修講
師を内部監査員を経験するとともに、外部審査に立会って議事録作成を行いま
す。2007 年から「環境マネジメントシステム実習Ⅲ」（集中 2 単位）を開始し
ました。インターンシップ科目で、2013 年は千葉市役所と、先ほども話に出
てきました森下研さんがやっているエコアクション 21 中央事務局に行ってい
ます。実習Ⅱの修得後さらに 1 年間活動を支えてくれた学生には、「千葉大学
環境マネジメント実務士」を学長から授与します。2012 年までに 245 人に授
与されています。今後、実務士の組織のようなものができればいいなと思います。
　千葉大学では、ISO の導入前から NetFM 施設利用状況調査のシステムがあ
りました。施設管理情報を各部屋から入力できて、簡単に集計できるシステム
です。ISO の導入に当たっては、3000 以上ある各部屋から環境法規制項目に
該当しているかどうか Yes No で回答してもらうこととしました。これがある
ので、研究室ごとに管理者が違う大学というところでのマネジメントが成立し
たといえます。2013 年、ISO50001 を取る際には、エネルギー多消費型の機
器があるかどうかを聞く質問を 15 問追加し、回答してもらっています。また、
規制順守にあたっては、オリジナルで「規制順守評価チェックシート」を作成し、
自己点検してもらうという仕組みにしました。内部監査では、自己点検がなされ
ているかどうかに加えて、過去に発生した問題に応じて個別確認をしています。
　千葉大学の環境目的・目標・実施計画のいちばん初めの原案は、当時の副委
員長だった岩崎君が作りましたが、当時入手できた他大学や他の公的機関の目
的・目標・実施計画に記載されていた項目で千葉大学に関係するものは全て入
れたものでした。千葉大学の場合は、紙、ごみ、電気だけではなく、緑の管理
や、たばこ、自転車などの項目がみんな入っています。これを実際に動かせる
ことになったのは学生委員会の班活動のおかげです。後で三枝さんから紹介が
あると思いますが、人数がいてそれぞれ活動ができるということがあったので
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動かせたと思います。
　4 月には全学生・教職員に基礎研修を行います。初めは教授会に学生が出て
行って、先生方に学生が教えることになればおもしろいだろうと思って仕掛け
たのですが、今ではそれが普通になりました。医学部だけは初めは学生が教授
会で話をできなかったのですが、数年後に委員長ならいいという話になり、今
年は委員長も行っていないです。（編集注：委員長ではない学生が基礎研修を
できるようになっているとの趣旨）
　2013 年は ISO50001 を取得するために、各部局で作成されている省エネル
ギー行動計画を内部監査の対象としました。現在、今年の内部監査をほぼ終え
たところです。各ユニット（研究室）レベルの内部監査では、エネルギー多消
費型機器についてのエネルギー効率改善チェックシートというものを新規に作
成し、それを自己評価してもらうかたちを取っています。大学全体の長期的な
目標としては、床面積あたりのエネルギー消費量は総合的な国立大学法人の中
でトップ水準になりそれを維持することを掲げています。他大学のエネルギー
レビューをやり、千葉大学がトップ水準を維持していることを確認しながら、
進めることにしています。
　千葉大学の仕組みは、全世界の大学における取り組みのモデルとして、国際
標準化機構 ISO の英語サイトで紹介されています。千葉大学は日本のみなら
ず世界の大学におけるスタンダードというかたちで取り扱われています。それ
に恥じないかたちでこれからもマネジメントを進めていきたいと思います。
　今後の課題を二つ挙げます。第一に、活動のルーティン化の打破です。刺激
を与え続ける必要があります。少し厳しいことを言いますが、学生の「官僚化」
が見られます。新しいことに踏み出せない学生が多いです。もっと仕組みを入
れるような新しいことをやってもらいたいとずっと言い続けています。NPO
でもう少しいろいろなことができるのかと思います。第二に、私の後任の育成
です。私ももう少しはがんばらないといけないかと思いますが、活動の継続の
ためには後を継ぐ人の育成を進めていかなければなりません。これらのことが
課題だと思います。私の方からのご報告は以上です。
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〈現在の学生委員会の活動紹介〉
司会：続きまして現在の学生委員会活動紹介を、学生委員会 10 代目委員長三
枝愛さんよりいただきます。
三枝：私が千葉大学環境 ISO 学生委員会西千葉・亥鼻地区の 10 代目の委員長
になります。松戸は今 8 代目なので、こちらだけ 10 代目ということになりま
すが、協力してやっていますのでご支援をお願いします。
　先程先生から授業に関して主に説明がありましたので、私は環境 ISO 学生
委員会の活動面をお伝えしたいと思います。主に行っている活動には、大学の
マネジメントを支える活動と NPO 法人の活動の二つがあります。
　現在行っている活動にはさまざまなものがありますが、最近の動きをご紹介
したいと思います。
　各大学の環境 ISO 活動を行っている学生団体が集まってその活動内容を報
告し、議論する「環境 ISO 全国大会」が毎年 2 日間にわたり大学持ち回りで
開催されています。先程お聞きしたところ全国大会自体は 3 代目のときから
あったということです。過去に千葉大学と千葉商科大学が共同で全国大会を開
催したことがあったとお聞きしましたが、2012 年 8 月には千葉大学独自で全
国大会を運営しました。分科会では 1 年生が主体となってファシリテーターを
務めました。2013 年は千葉大学で技術補佐員をされていた伊藤佳世さんが教
員をしている中部大学が主催となって開かれました。委員会の 1 年生が千葉
大学の EMS について発表を行いました。他大学の学生との交流によって、自
分たちがやっていないことをやっている団体を見る機会になって、プラス刺激
をもらえますので、今後も続けていきたいと思っています。
　ご存じの方が多いと思いますが、学生委員会が千葉大学生協に働きかけて、
2006 年からレジ袋消費削減のためにレジ袋を有料化し 1 枚 5 円で販売してい
ます。その結果、今は、レジ袋を 99％削減することに成功しています。元来
のレジ袋購入費とレジ袋の収益を「れじぶー基金」という環境対策基金に積み
立てていただいています。その基金を活用して、学生が発案し製作した環境関
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連商品の割引販売を行っていますが、最近では、デザインを公募して作成した
ブランケット、エコバック、傘ポンポン（これは雨のしずくをふき取るような
もので、雨のときに傘を入れるビニール袋を減らすために作られた商品です）
などがあります。
　次に、2011 年から行われている公園整備活動についてお話します。西千葉
キャンパスの西側に大きな道路が開通しました。その道路は千葉大学の西側は
蓋掛け構造で地下を通るようになっていますが、2011 年に千葉市から学生と
協力しながらその蓋の上を緑化したいという話がありました。そこで、敬愛大
学と一緒に花壇を設置することになりました。2 年かけて千葉市主催の緑化検
討会で地域の方々との話し合いや説明会に出席して、今年、そこに花壇を設置
することができました。再来週 27 日に花の植え替え作業をしますので、もし
よかったらいらして下さい。西千葉地区では、今まで少し地域の方々との交流
や千葉市との協力関係が弱いところがありましたが、このコミュニティーガー
デンを通していろいろな方と交流ができると思います。
　次に NPO 法人としての事業紹介をします。2009 年に NPO 法人格を取得し
ました。理事長以下全ての役員を学生が務め、定款や各種資料も全て学生の
手で作成されています。この NPO 法人千葉大学環境 ISO 学生委員会は、ISO
学生委員会としてのノウハウや、学生が実務で積んだ経験を社会に還元するこ
とを目的としています。その過程でお金のやりとりが絡んでくるものがあるの
で、それに対しても対応できるような仕組みとして NPO 法人格を取得しまし
た。
　NPO 法人で現在行っている主な事業には、標準化教室、環境 ISO コンサル
ティング、西千葉で行われている「第三土曜市」への出店、植樹里山事業の四
つがあります。標準化教室とは、学生委員会メンバーが講師となって地域の小
中学校で行う、環境ラベルを通じた環境教育プログラムです。教育プログラム
の内容は、経済産業省や日本規格協会と相談して作成しています。また、環境
ラベルがついている商品を作っている企業と交渉して、標準化教室のために商
品を提供していただいています。このように学生が実物を使用した実践的な環
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境ラベルの授業を実施しています。
　最後に今後の課題です。先程の倉阪先生が指摘された課題に似ていますが、
わたしからは、メンバー内での積極性の違い、ルーティンワークの膨大化、環
境というテーマの難しさの 3 つを挙げたいと思います。1 つ目に、メンバー内
の積極性の違いです。組織が大きくなり、全体を巻き込む企画を計画するには
難しい規模になりました。このため、個人の主体性に差が出てきてしまってい
ます。2 つ目に、ルーティンワークの膨大化です。環境負荷を削減していくた
めには、さまざまな新しい企画を立てていくことが必要ですが、どうしても既
存の企画の継続や単純な作業を選択してしまうという問題が出ています。3 つ
目に環境というテーマの難しさです。何年か前までは、さまざまな企業など
が環境を考え、環境 ISO も広がっていましたが、今はどんどん自己宣言化し、
認証取得する企業が減っています。環境というテーマへの理解をどのように得
るのかを課題として挙げさせていただきます。これらの課題について、次のパ
ネルディスカッションの中で触れていただけたらと思います。私からの発表は
以上です。
〈パネルディスカッション―パネリスト自己紹介〉
司会：これより OB、OG の方々とのパネルディスカッションを始めさせてい
ただきます。参加者のご紹介をします。ファシリテーターとして倉阪秀史教授、
委員会発足時から関わっている初代委員長の岡山咲子様、亥鼻キャンパス認証
に貢献された熊谷真様、NPO 法人格取得に貢献された菊池翔太様、松戸の元
委員長で被災地プロジェクトに貢献された勝美直光様、西千葉地区 11 代目委
員長に就任されました植草太郎様です。
倉阪：それではパネルディスカッションに入ります。このシンポジウムの全
体がそうですが、雑誌『公共研究』に載せて 10 年間の活動を振り返り、今後
のできれば 10 年につなげていきたいと考えています。よろしくお願いします。
本当は、全員に参加してもらいたいのですが、代表というかたちで 5 人にパ
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ネリストとして参加してもらっています。それぞれ簡単なプレゼンをお願いし
ます。では初代委員長の岡山さんからお願いします。
岡山：はじめまして、初代委員長をやっていました岡山咲子と申します。よろ
しくお願いいたします。私の場合はもう 10 年も前の話になります。当時を思
い出すために学生委員会のホームページを開いたところ、沿革が載っていまし
た。私は、学生委員会が立ちあがるという一種の躍動感を感じ、何かを自分の
手でやり遂げたいと思い、委員長になったことを覚えています。
　私が携わったことを挙げてみます。環境方針の原案作成をみんなでディス
カッションをしながら考えました。それから、組織づくりです。立ち上げ当初
は有志 40 名から始まりました。当時の組織図を見ると毎週のようにいろいろ
な担当が出来上がっています。今でも後悔しているのは、担当の中に「その他」
という名前をつけてしまったことです。「その他班」の班長には未だに申し訳
ない気持ちでいっぱいです。このように日々、あれをやらなくては、これをや
らなくてはというものがどんどん出てくるので、それを組織に落としてその
メンバーを募って運営していきました。また、学生委員会の教職員への認知度
が低かったので、なんとか知ってもらいたいと思い、「環境 ISO 通信」という
メールマガジンを全教職員に毎週配信し、52 号くらいまで行いました。そして、
私自身、ISOに関する知識が全く足りなかったので、外部機関の審査員研修コー
スを受講しに行ったことも大変懐かしく覚えています。そして、千葉大の審査
に向けた環境マネジメントマニュアルの最終チェックとして、その研修コース
での経験を活かして行いました。このようにいろいろと活動して、内部監査と
外部審査を経て取得までの 1 年数ヶ月間、とにかく取得まではやり遂げたい
という一心で委員長を担当しました。
　今振り返ると全てが過去に経験のない未知との遭遇でしたので、倉阪先生に
常にいろいろと聞き、学生ならではの視点を取り入れ、行き当たりばったりな
がらも手探りで考えて実行していました。例えば、みなさん、環境 ISO 学生
委員会のマーク「イソちゃん」がどのように誕生したかを覚えていますか。現
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役の方は知らないと思いますが、学生から手作りの案を応募してもらい、構内
に候補を貼りだし、学生のみなさんに投票してもらって決定しました。
　私たちの頃は、ゴールは明確で、ISO を取得するというただそれだけでした。
ISO を取得したときには本部棟から垂れ幕が掛かりました。取得記念セミナー
は、まさにこの部屋で行われたと思います。どんな山があろうがとにかく期限
までに乗り越えなくてはいけないということで、一丸となって進んだことを覚
えています。
　私は、千葉大学を卒業した後、京都大学の地球環境学舎という大学院で 2 年
間勉強しました。そこから株式会社リクルートに就職し、一営業からスタート
しいろいろな経験をして、今は会社の広報として働いています。
倉阪：ありがとうございました。極めて懐かしい話もしていただきました。あ
りがとうございます。では熊谷さんお願いします。
熊谷（真）：熊谷です。私が入学したのは 2004 年でした。ちょうど ISO 学生
委員会の組織ができたときに、1 年生で入学しました。学生委員会に入った経
緯は、初代企画部長の石田さんが学科の基礎研修担当で組織について説明をし
ており、面白そうだと思い、サークルの感覚で入りました。
　具体的に、3 年間でおこなったことは企画部の仕事です。当時企画部の組織
下には、飲み会担当という懇親会やイベントを企画する部署があり、そこで仕
事の基礎を教わりながら、企画部長を 2 年間担当しました。企画部長の渉外
として、他大学との交流なども積極的に行ってきました。また亥鼻キャンパス
の認証取得も担当しました。ここにいる馬上先生と、亥鼻の委員会室の備品の
棚を組み立てるところから行い、一生懸命医学部の中を回りながら亥鼻の認証
を取得しました。あまりみなさんご存じないかもしれませんが、実はミックス
古紙は私がスタートした企画です。なかなか実になるまで時間がかかりました
が、3 ～ 4 年がかりでミックス古紙の導入まで進みました。その他、各種セミ
ナーや ISO 学生委員会の全国大会、各大学に呼ばれて講演することもしてい
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ました。ISO を各 3 キャンパスで取得するにあたって、基盤になる部分を構
築した経緯があります。
　現在、株式会社日本能率コンサルティングで経営戦略・マーケティングのコ
ンサルティングを行っています。以上です。
倉阪：ありがとうございます。亥鼻キャンパス、ミックス古紙等々、実はいろ
いろと新しいシステムを飲み会もやりながらがんばってくれたのが熊谷君です。
では次、菊池君お願いします。
菊池：菊池といいます。NPO 法人の初代理事長をしました。よろしくお願い
します。学生委員会との初めての出会いは、学生委員会の HP でした。合格発
表後、大学に入って環境に関係する何かをやりたいと思っていたときに HP を
見つけ、当時、既に 100 名以上のメンバーが所属していたこの団体では、何
か他とは違うことができるのではと感じ、基礎研修を受ける頃には入ることを
決めていました。
　私が担当していた活動ですが、まず班活動は、ごみ班と EMS 研究班と広報
班と環境報告書班で活動していました。中でもごみ班の活動として、研究室掲
示用の粗大ごみや不燃ごみ、可燃ごみを含めた全てのごみの分別のマニュアル
を作成しました。また、生協団体からの呼びかけで学生委員会が参加した、リ
ユースびん普及プロジェクトの中心メンバーとして新しいリユースびん、「R
ドロップス」の開発に携わり、完成したリユースびんを用いて、大学祭や生協
店舗での販売・回収実験を行いました。執行部としては、NPO 法人格取得の
代として、初代理事長を務めました。手続きに関わるメンバーがほとんどいな
かったため、設立前後の手続きは、自転車で、ひとりで法務局と大学を何度か
往復しながら、何とか設立できました。設立後の最初の事業として、環境報告
書作成の経験を生かし、複数のメンバーで新潟大学の環境報告書に対する第三
者意見を出しました。また、NPO としてのイベントの参加、標準化教室の提
案などをして自分の代としては終わりました。
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　今は、企業の海外進出をサポートするリロケーション・インターナショナル
という会社で、海外赴任手続き代行のオペレーション業務を行っています。以
上です。
倉阪：ありがとうございます。そういえばごみ分別マニュアルも、リユースび
んも菊池君のころから始まり、標準化教室の種は菊池君のときに撒いていたの
ですね。ありがとうございます。では勝美君お願いします。
勝美：よろしくお願いします、松戸・柏の葉地区の第 6 代委員長を務めまし
た勝美直光です。自分がどんなことをやってきたかを思い出しますと、1 年生
のときは自主活動支援班に入っていまして、千葉市全域でごみ拾いを行う「ま
るごみ」というイベントで汗を流したり、大学祭が終わって割り箸を 3 日間並
べ続けて割り箸の気持ちが分かったような気がした学生生活を送ったりしてい
ました。松戸に行ってからは、委員長になり今も昔もそうだったと思いますが、
先程先生から官僚化という話もありましたが、縦割りがありましたので、そう
いったところをなんとか打破できないかということで班を超えた融合企画を進
めたり、被災地での緑化活動などのプロジェクトを進めたりしてきました。
　自分がなぜ委員長になったかを思い出しますと、今隣にいるような菊池先輩
や高橋先輩、黒沼先輩といった素晴らしい委員長の方々が身近にいたというこ
とで、それを目指したいと思い、なったということです。
　現在は国土交通省に入省しまして、神戸にある国営明石海峡公園事務所で国
営公園の開園に向けたさまざまな計画作りを進めているところです。よろしく
お願いします。
倉阪：ありがとうございます。実際に国家公務員の官僚になったわけですが、
学生時代の経験をどのように活かせるかという話でもまたお聞きしたいと思い
ます。それでは第 11 代目委員長予定の植草君、簡単に自己紹介をよろしくお
願いします。
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植草：私は来年度 11 代目の委員長を務めます植草太郎と申します。法経学部
総合政策学科二年です。よろしくお願いします。
〈人材育成プログラムとしての評価〉
倉阪：それでは 2 つにテーマを絞り意見交換をしたいと思います。ひとつめ
のテーマは、実務教育プログラムとしての評価です。この活動が目標として目
指すところのひとつが人材育成で、大学でも実務教育の一種として位置付けて
きた背景があります。特に卒業生のみなさんには活動してそれがどのように役
に立ったか、あるいは役に立たないところがあるのか、そういった話について
率直にお話をお伺いして実務教育としてのプログラムを評価したいと思ってい
ます。
　もうひとつは、これからの 10 年間、これからこのプログラムはどのように
伸びていくべきか、どのようなところにその意義を見出していくべきかという
ことです。将来に向けてのアドバイスをいただきたいと思います。現役の三枝
さんからもいろいろな悩みがプレゼンされました。これから委員長になる植草
君にもアドバイスをしていただければと思います。初めはパネリストの方から
お話をお伺いしますが、それぞれ会場の方からも発言をお願いしたいと思いま
すので、考えていただければと思います。
　では、初めのパーツですが、人材育成プログラムとしてどのような効果があっ
たのか、このような部分は限界があるというところも含めてご意見をいただけ
ればと思います。では、岡山さんから。
岡山：まず私のときは西千葉キャンパスしか ISO の対象ではありませんでし
たし、取得という至上命題に向けて走り切ったというだけなので、今の学生委
員会の大変さはあまり分からないかもしれないという前提でお聞きいただけれ
ばと思いますが、私は、ISO 学生委員会は人材育成の場としてはとても良い
場であると思います。理由は大きく 2 つです。ひとつは、一般の学生にはなか
なかできない、学生以外の大人などとの関わり合いという経験です。私の時に
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は施設環境部の方々や生協の方々、地域の方々など、教員以外の大人の方々と
出会う機会がありました。もうひとつは、倉阪先生の存在がとても大きかった
と思っています。先生は頭の中にきちんとビジョンやアイディアがあって、そ
れに向けて様々な取り組みをなさっているわけですが、学生委員会がそれを受
けて具体的にどのように実現していくのか、ということを真剣に考えることが
私にとってはとても楽しかったですし、成長に繋がったと思っています。つま
り、何かの目標のためにがむしゃらにがんばっていたら知らず知らずのうちに
先生に育成されていたというのが、私の率直なところです。
　学生委員会は自分自身のモチベーションさえきちんと保てれば、とても恵ま
れた機会だと思います。与えられた機会というより恵まれた機会であって、そ
こに自分から飛び込んできたわけだから、そこをどう活かすかに関しては現役
のみなさんも「やらされ感ではなく、やる」ということを心得てもらいたいと
思います。
倉阪：ありがとうございます。私は岡山さんに育てられたと思っています。行
き当たりばったりで認証を取得しようとしたのですが、当時、学生だった岡山
さんから「倉阪先生がやるべきことリスト」をいただきました。そのリストに
は、「これは重要だから来週初めくらいまでにやるべき」とか優先順位もつけ
られていました。これがあって初めて取れました。だから岡山咲子さんには逆
に感謝しています。それも自らすすんで数万円かけて研修も受けて、マニュア
ルもチェックしてもらいました。そのようにして取得することができたという
ことです。人のめぐりがよかったと今は思っています。熊谷君の方から。
熊谷（真）：学んだことと言われると、全てだと思っています。今岡山さんがおっ
しゃったように、恵まれた機会をどう活かすかというところですが、自分はう
まく活かしたので、今の仕事に役立っていると感じています。
　具体的には、このようなことです。
　1 つ目は、ビジネスの基本スキルを身につけたということです。今日来るこ
116
千葉大学における学生主体での環境マネジメントの成果と展望
とができなかった酒井正紀さんという 2 代目の書記の人がいますが、その人
がよく「メールの書き方を倉阪先生に教えてもらった」と言っていました。教
えてもらったというのは、先生に読んで返信してもらうために、メールをどの
ように書いたらいいか、というノウハウを得たということのようです。私も同
じで、返事がもらえない時は、研究室まで押しかけたのを覚えています。また
2 代目委員長の小沼委員長からは、コピーを取るのが雑なとき、「曲がっている」
と毎回のように怒られていたことを今でも覚えています。今になれば、非常に
重要だったと気づかされます。
　次に、企画力です。ゼロからのスタートでしたので、このようなことをやり
ましょうと企画を立てる時に、ステップを踏んで、何をやるべきかを考えるこ
とを、非常に勉強させていただきました。
　また、調整力です。諏訪園先生がいる前でなかなか言いづらいのですが、医
学部という組織はなかなか複雑な権力構造をしており、組織をコントロールす
るのが難しいところです。そのときに、どういう人にアプローチをして、どの
ように変えていくのがいいのかということを諏訪園先生から非常に勉強させて
いただいたと思っています。
　さらに、この点が一番大きかったと思いますが、人を動かす力を身につけま
した。先輩や後輩や、関係する事務の方や先生方に、実際に動いてもらうため
にどのように働きかけるべきか、ということです。今だから言えますが、亥
鼻の審査の前日に審査対象のユニット全部に直接訪問し、「準備をしています
か？」と聞いて回りました。そうするとある先生の研究室が、全く準備をして
いなく、4 月にやるべきことが全くやっていなかったので、「今日の日付でい
いので、やって、報告書に記入してください」と説得したことを覚えています。
このように実際に現場に行き、こちらからアプローチすると動いていただける
というところは、非常に勉強になりました。
　最後ですが、どうにかする力、自転車操業力です。どうにかするというとこ
とは、倉阪先生から全て勉強したと思います。この考えは今でも非常に役に立っ
ています。
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　今まで関わった友達や岡山さんを含めた先輩と後輩の人たちにみなさんの個
性や得意なことから、いろいろと勉強させてもらったというのが今となっての
感想です、以上です。
倉阪：ありがとうございます、極めて優秀な学生に囲まれてきたということが
わかります。基本的に私は穴が多いです。それをみんながカバーしてくれて、
それでよく言えばそれを成長として取ってくれたということだと思います。感
謝しています。会の趣旨が変わってきていますね。では、NPO 法人立ち上げ
にあたった 6 代目の菊池さんお願いします。
菊池：私がやってきたことで役に立ったことは、例えば環境報告書作成です。
私は仕事で海外赴任のガイドブックを作っています。私が入社 2 年目のときに
携わりました。毎年続いているものなのですが、今日持って来てみました。こ
のように 200 ページくらいあるものを編集経験のない 1 ～ 2 年目の社員中心
に行いました。手さぐりの状態から始まりましたが、ある程度どのような流れ
で作っていくのかとか、どの時期にどのようなことをするのかとか、どのよう
なところにミスがおきやすいのかとか、ということを環境報告書作成のときに
学んでいたので、従来より短納期で納品することができ、チームとして賞もい
ただきました。
　それ以外のところでは、やはり委員長としていろいろな人と話をし、どのよ
うにやったらみんながうまくやっていけるのかということを考えたことが仕事
に活きていると思います。上司が言っていることをどのように理解しているの
かということもそうです。また、私の部署には留学生しか後輩がいませんが、
どういったら自分の言ったことが伝わるのかとか、相手が言っていることをど
のように解釈してうまくチームとしてやっていくのかということを考えるとき
に、学生委員会のときに自分ではない立場の人がどのように考えてやっていた
かを常に考える癖をつけていたことが活きていると思います。飲み会なども含
めて全部の活動を通して過ごした時間で経験したことが自分だけの糧となって
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いるように今は思います。やってみてうまくいったこと、うまくいっていない
こと、両方はありましたが、実際にやってきたからこそ、次、何か別のことを
やるにあたって、自分の中での教科書になっていると思います。以上です。
倉阪：ありがとうございます。委員会の経験がビジネスに役に立っているとい
う話を聞いて本当に嬉しく思います。勝美さんお願いします。
勝美：私は実は就職して半年しか経っていませんので、これから社会に出て役
立つことがたくさん出てくると思うのですが、まずいちばん大きな点は私の場
合は就職で ISO のことをたくさん話して宣伝してきました。3 年間 ISO をす
ごくがんばったということで、そこから資格ももらい、このようなものも活か
せたらいいなということを就職の場でも ISO の宣伝を兼ねて話しました。現
在のこの半年の間で仕事の中で ISO がいちばん活きていると思うのは、資料
を作ることに対する抵抗感がないことだと思います。資料の作り方は所属する
組織によっていろいろな様式があると思いますので、作り方はその都度勉強す
ればいいと思いますが、「資料を作って」と言われて、「はい」と即答できる力
は ISO で培われたと思います。倉阪先生がかつて座右の銘だとおっしゃって
いた「何とかなる」という先生の言葉を胸にしまいながら、自分に無理をせず
に背伸びをしない自分らしい資料を作ろうと今でも心がけてやっています。
　あと、何か新しいことを行っていくときは他者の目線に立って行動をしてい
ないといけないということがあり、自分が委員長をやっていたときに大きなこ
とから小さなことまでいろいろな新しいことをやろうと頑張ってきた中で、自
分がやりたいだけではできないので、やりたいということを関係しそうな人に
あらかじめ相談してある程度のかたちにしてから、実際に行動していくという
ことを心がけていました。事前に根回しをしたり、段取りをしたりしながら仕
事を進めていくことは ISO で培いました。これは今後も生きていくことだと
思います。
　もうひとつ、継続することがとても重要だということを感じています。今回
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のこの 10 周年も 10 年間続いたからこそ、たくさんの方々からお祝いの言葉
をいただくことができました。被災者への活動でも初めは地べたをはいつく
ばっているような活動でしたが、今は 3 年目を迎えてメディアの方が話を聞
かせて欲しいと来ているという話も聞いていますので、継続することがとても
重要なのだと ISO の活動を通じて勉強しました。以上です。
倉阪：ありがとうございます。「何とかなる」というのはずっと言っている話
です。みんなが何とかしてくれる中で、みんなが成長してくれたと思いました。
OB の方がたくさんいらしていますが、自分はこのような経験をしてこれが役
に立ったというような話を他の方からもできればいろいろとインプットいただ
ければと思います。いかがでしょうか。
杉原：5 代目の委員長をしていました杉原と申します。私自身を振り返ったと
きにここがよかった、ここは学んだと思うことが 2 つありました。ひとつ目
は人のために行動することです。私は結構頭が悪い方だったので、なかなか大
学全体を変えていくようなシステムを作ることが自分では厳しいと思っていま
した。だから自分ではなくて自分と同じ代の人たちや菊池さんなどの第 6 代
の人たちにいかに楽しく頑張ってもらえるかということを考えて、その人たち
のために時間を使ったりとか、話を聞いたりとか、人のために行動するという
ことが自分の中では非常に大きかったです。
　もうひとつは何かと言うと、みんなでいかに楽しくできるかということを考
えていました。歴代の企画部長の方がすごく楽しい飲み会を開いてくださって
いましたが、そういったみんなで楽しめる機会をいかに作っていくかというこ
とを考えて行動していました。
　また、大学の学生にこのような啓発をしていくのに自分たちができていない
ということがとても嫌だったので、まず自分たちが率先して行動していこうと
いうことをやってきました。具体的に言うと、当時委員会室を広くしていただ
いたのですが、その委員会室が非常に汚いと思い、週に 2 ～ 3 回はみんなで
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掃除をしようと呼びかけて気持ちよく活動できるようにということを意識して
いました。以上です。
倉阪：ありがとうございます。では他に。
和泉：第 6 代の菊池委員長の代で情報部長をしていました和泉と申します。今
大変ご活躍されている方も含めて、だいたい環境に関心を持って入っている方
が多いと思いますが、私は単位が欲しくて入りまして、もともと環境には関心
がなかったのです。今、社会人になっていちばん役に立っているのは、自分の
周りにはすごい熱量といいますかエネルギーを持った方たちがたくさんいると
いうのがこの ISO の活動に関わる中でわかったことです。それがいちばん大
きかったと思います。菊池さんを含め、副委員長の道口さんなど本当に主体
的にみんなを引っ張っていて、すごい決断力を発揮する方々を直に見ることで、
今私は社会人になって営業をやっているのですが、やはり人を見る力といいま
すかセンスといいますか、そこは磨かれたのですごく学んだと思います。以上
です。
〈今後の学生委員会への期待〉
倉阪：ありがとうございます。いろいろと話題も尽きないですが、もうひとつ
テーマがありますので、そちらに移ります。今度は、現役生に対して、あるい
は個々の活動に対してアドバイスをいただければと思います。順番を変えて勝
美さんからお願いします。
勝美：先程言いました通り、私は融合企画で班を超えた活動をやってきまし
た。例えば、これまでも昆虫教室は夏休みにいつもやっていたのですが、そこ
に新たな企画として松戸でやっているコミュニティーガーデンで採れたハーブ
を使って、ハーブせっけん作りの企画をしようとなったときに、従来であれば
昆虫教室をやる班とコミュニティーガーデンをやっている班というように別々
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にやっていたと思いますが、ひとつの企画として 2 つの班で一緒にやってく
ださいと企画を進めたりしました。また、これまでも省エネイベントを松戸で
やっていましたが、せっかくならそこに省資源もくっつけて省エネ班と省資源
班が一緒になってイベントをやっていこうというようにして、その中で松戸の
省エネ・省資源キャラクター「ばーちん」というはげ頭に 1 本だけ毛が生え
たかわいらしいキャラクターが生まれたりしました。
　アイディアは自分だけから出てきたのではなくて、次第に松戸の委員会の中
からも出てくるようなことになったのですが、自分が最初から言っていたこと
は、何か思い描いたことがあったらどんなに稚拙なものでもいいので、とりあ
えず文字に起こしてくださいと言っていました。頭の中で考えているだけだと、
なかなか他の人にアイディアが伝わらないので、何でもいいので紙に起こしみ
んなで考えて、できるかどうかだめもとでもいろいろと動いてみようというこ
とで企画を動かしていったことを覚えています。
　そのようなことの中から ISO のみなさんにはいろいろなことに果敢にチャ
レンジしてもらいたいと先輩としては希望しているところです。学生が学生で
あることのいちばんの特権というのは失敗が許されることだと思っています。
とりあえずやってみてだめだったら先生が何とかしてくれます。でも先生にな
んとかしていただくにあたっては、このようなことをやりたいですということ
を先生にもきちんと話を通して、その中に先生も交えながらいろいろ動いてみ
ることが大切だと思います。
倉阪：ありがとうございます。いろいろなものを融合させて、だめもとでも動
かしてみる、チャレンジをして、失敗が許されるので新しいことにチャレンジ
していきましょうというアドバイスをいただきました。では、菊池さんお願い
します。
菊池：私も委員長をやっていた期間が 1 年間ある中で、学生委員会の組織と
しての発展は常に考えていたことのひとつです。私なりにこれからの活動の切
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り口として提案し今も残っていて嬉しかったのが、標準化教室です。もともと
は当時千葉大学にいらっしゃった伊藤佳世さんの方から活動の可能性としてお
話をしていただいたのですが、なかなか私の代では形がまとまらず、後輩たち
に提案したところ実際にかたちにしてくれたものです。これからの学生委員会
は、自分たちだけでやるのではなく、地域住民の方々、行政、企業の方、高校
生とかいろいろな関係者の人たちとの関わりの中で、何かをやっていくことが
必要だと考えて、働きかけました。
　とくに、「私たちが環境 ISO に関わる中で学んできたからこそできること」、
「地域社会から求められていること」、「自分たちがやりたいこと」という 3 つ
の切り口で、何ができるかを棚卸していろいろ考えることが大事なのではない
かと思います。標準化教室も、特に日本として標準化人材の育成が求められて
いて、環境 ISO という規格を学び、実践している私たちだからこそできるこ
ととして標準化教室というのができるというような話で後輩たちに持ちかけま
した。彼らはそれを自分事として、やりたいことに据えてくれて、実際にかた
ちになり、その想いが続いて今でもやりたいこととして残っています。これが
これからの活動のかたちのひとつなのではないかと思いました。
　新しい企画を実現することは、社会に出て新しいことをやるときや、次にや
ることにすごく役に立つことなので、そのような経験をいろいろな団体との関
わりの中で作っていってほしいと思います。様々な可能性の中から、やりたい
ことが学生から自発的にどんどん出てくるようなメンバーがいる委員会であっ
てほしいと期待しています。
倉阪：ありがとうございます。いろいろな人といろいろなセクターとの関わり
の中で、やりたいことを自発的に生み出してもらいたいというアドバイスをい
ただきました。では、熊谷さんお願いします。
熊谷（真）：今後の 10 年間で ISO 学生委員会に期待することですが、10 年後
にも語られ、継続している企画を作るということが、みなさんに求められてい
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るのではないかと思います。環境 ISO 学生委員会メンバーズページ PukiWiki
のパスワードも知っているので、久しぶりに wiki を見ました。言い方は非
常に悪いですが、過去の先輩の遺産で食いつないでいることを、感じました。
20 年後に、「れじぶー」の話をされても、あまりいい気持ちはしません。こ
れまでにやってきた企画をプロットしてみると、だいたい 2008 年前後くらい
までに固まっています。やっと ISO50001 の話が出てきたのかなと思います。
マネジメントは基本的に継続性が重要なので、10 年後にも継続するものを作
ることが重要だと思います。
　では解決するために、どのようなことに気を遣っていけばいいのでしょうか。
学生に不足しているものは、多いと思います。先程三枝さんがメンバー間の意
識の違いについて触れましたが、人は皆異なりますし、意識の差はどうしよう
ないことであり、そこは議論しても無駄だと思います。例えば、入学・卒業に
よる運営メンバーの非連続性や、知識やスキルが不十分とか、資金がないとか、
それはもうわかっていることであり、解決ができない点です。では、何をすれ
ばいいかというと、今もっている強みを活かすことが非常に大切だと思いま
す。例えば学生委員会のこれまで 10 年間の蓄積や、千葉大学の特徴を基にし
て、学生と教員が持っている強みを再確認しながら、組織としての熱量を増や
し、学生にしかできない新しい活動ができるのではないでしょうか。
　基盤となるのは、これまで 10 年間の蓄積と、大学が蓄えている研究成果で
す。例えば、学生委員会が持っている資産として他の大学との関わりがありま
す。昔「炭プロ」という企画をしましたが、これも大学の研究成果という資産
が基になっていると思います。そのようなものに、きちんと目を向けているか
が重要です。
　また学生と教職員は、学生主体でありながらも、相互に影響し合っていると
思います。学生の持っている強みというのは、やはりアイディア・時間・若さ
くらいしか考えられませんでした。しかし、それらを本当に活かせているので
しょうか。また、この場にいる教職員の方々にあえて石を投げてみると、本当
に今の教職員方々が関わりは十分なのでしょうか。私は学生主体という言葉の
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危うさだと思っていて、学生がやっているからしかたないのだ、という責任逃
れができてしまう危険性もあります。教職員の方々にももっと違う関わり方が
あるのではないでしょうか。「組織としての熱意・思い・行動力」の 3 つが合
わされば、学生主体での新たな活動像ができると思います。
　みなさんは環境や ISO にこだわっているので、行き詰まりを感じることも
あると思います。例えば倉阪先生が研究されているような持続可能な福祉社会
で議論されているような、福祉や防災、コミュニティなど社会に影響を与える
枠組みで考えると、環境以外の活動のあり方があると思います。このように、
新たな領域に目を向けていただいてはどうかと考えています。以上です。
倉阪：さすがコンサルタントとして的確な指摘をいただきました。「炭プロ」
というものを補足しますと、工学部の研究室の研究の中でたくさんの炭が出て
くる。これを何とか活かせないかというところから、水質浄化のために亥鼻の
グリストラップに入れたり、いろいろとやったものです。そういった隠れたも
のが大学にあるのではないかというお話も含めて、アドバイスをいただきまし
た。ありがとうございました。では、岡山さんお願いします。
岡山：私はコンサルではないので、もう少しやわらかく申し上げます。やはり
今 10 年経った弊害としてあるのは、初期は有志という、はじめからモチベー
ションが高い人が集まっていたけれど、それが単位化されていろいろな学生が
入ってくるようになって、組織も大きくなってきた結果、ひとりひとりのモチ
ベーションの維持が難しいのだと思います。そして、何か大きな目標に取り組
んでいくのだという意識がなかなか統一したビジョンとして見えないのだと思
います。西千葉の取得、松戸の取得、亥鼻の取得、ISO50001 といろいろな大
きな節目はありますが、狭間にいる学生にとってはどうしてもマンネリ化やモ
チベーションダウンが問題としてあるのではないかと思っています。
　ここで私が大事にしたい、大事にしていただきたいと思うことが 2 つあり
ます。ひとつは「当事者意識」です。社会に出て企業で働いても、“自分の仕
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事に対して当事者意識を持って取り組めているか” は、本当に問われ続けます。
学生委員会としても自分たちがやっている活動に対して、自分がやるべき意義
があるのかということをきちんと突き詰めて、今やっていること考えてもらい
たいと思います。ただ、入ってきたばかりの 1 年生の方にそれを言ってもな
かなか難しいと思うので、これは上級生や役職に就いている学生がしっかりと
「あなたにはこれをやってもらいたい、あなたにしかできないから」というよ
うな意味づけをし、当事者意識を持ってもらうことを意識して組織を運営して
もらえればと思います。
　もうひとつ大事にしてもらいたいのは、「刺激は自ら作る」ということです。
大きな目標があればそれを刺激に一丸となって取り組めます。“そのような目
標がない” とか、“自分が何をすればいいのか分からない” と思う方は、受身
にならずに自ら作り出すべきだと思います。“そんなことを言われてもルーティ
ンが忙しくて……”、というのは言い訳に過ぎなくて、忙しいのはみなさん同
じです。その中で自分がどれだけルーティンを楽しめるか、さらにはそのプラ
スアルファを作り出せるかが大事です。“こういうことをやってみたい” と一
言先生に言ってみれば、“ではこうしてみたら” とアドバイスをいただけるか
もしれません。自分が考えるか考えないかの違いだと思います。社会に出ても
ただ与えられた仕事をやっているだけでは、全く発展もしませんし必要とされ
なくなってくるので、いかに自分から何かを作り出せるか、挑戦できるかとい
うことがとても大事だと思います。やらなければならないこと、やらされるこ
とは社会に出ればいやになるほどやらなくてはなりません。この ISO 学生委
員会は企業になってほしくないと思っています。今は学生だからこそできるこ
とを大事にして、挑戦することと楽しむことを忘れずにやってもらいたいと思
います。
　実は私は ISO 学生委員会の学生が自分たちの活動を「仕事」と呼ぶのがと
ても嫌いです。これは仕事ではないですし、社会に出たときの仕事とはまった
く異なります。ISO 学生委員会はあくまでも自分たちが主体的にやりたいと
思ってやる、楽しむべき「活動」と捉えてもらえればと思っています。
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　また、「環境」というテーマの難しさが課題に挙げられていました。先程熊
谷君も言っていましたが、環境負荷を低減させることだけが環境の取り組みで
はありません。環境をエコだとか、環境にやさしい地球が、というような枠に
とらわれず、周りとの環境、地域との環境など、「環境」という言葉の枠を少
し広げて考えてみて、何ができるかを考えて欲しいと思います。学生や教職員、
保護者の方、これから入学する高校生の方などいろいろなステークホルダーに
対して学生委員会が何をできるのか、というように少し枠を取っ払って考えて
もよいのではないかと思います。
　今から 10 年前を考えると、震災はなかったですし、スマホもありませんで
した。これから 10 年先のデバイスの変化や世の中の変化はとても大きいと思
いますし、今想像できていないものがたくさんあると思います。私は、学生委
員会が、これからも自分たちが提供できる価値を、世の中の時世に合わせて積
極的に提供していってもらいたいと思っています。
〈現役生からのレスポンス〉
倉阪：ありがとうございます。仕事ではないということ、ルーティンはあるけ
れども楽しむことで仕事ではなくなるということ、見方によっていろいろな新
しいこともできるということなどお話いただきました。チャレンジしてもらい
たいと私も思います。現役生の方からの発言を優先させたいと思いますが、植
草君からいきましょうか。よろしくお願いします。
植草：ただいま、いろいろなご指摘をいただきましたが、10 年目を迎え、経
験の蓄積によって、PDCA サイクルを一連の流れとして回せてきてしまって
いる現状があると思います。例えば環境目的・目標・実施計画を作ること自体
が目的化してしまっていたり、目的・目標・実施計画に書いてあるからやると
いったことが実際に今の学生委員会に生じてきてしまっています。
　その上でどうしたらいいかということですが、ひとつひとつの企画やイベン
トにおいて、なぜそれをやりたいのか、やった先に何が見えるのかということ
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を明確化していくことが必要だと思います。ひとつひとつのことに対して深く
考える癖や雰囲気、そして文化を今後のために作っていければと 11 代目の委
員長として思います。
　2 つ目に、初代はマネジメントマニュアルの作成、菊池さんは NPO 法人化
のためのいろいろな手続き、書類の作成に携わっていたと思いますが、今はな
かなか新しいことができない状況にあります。そのような状況の中でこの学生
主体の環境マネジメントシステムという、千葉大方式を外部に向けて発信・普
及できればと考えています。具体的には、千葉市は自己宣言というかたちで独
自の環境マネジメントシステムを運用していますが、千葉市や他の企業の内部
監査に携わることができないでしょうか。そうすれば私たちとしても普段行っ
ていることの実務経験の拡大ができ、受け入れる組織・企業も経費の削減など
に繋がると思います。今後はこのような外部への発信をどんどんやっていきた
いと思います。
　3 つ目に、千葉大学全体として国際化の流れが生じています。今年度から国
際日本学 SKIP wise program というものが始まり、グローバル人材育成に大
学として力を入れていくことになります。学生委員会もグローバルな視点を
持っていいのではないかと思います。具体的には留学生を招いて、母国の環境
やエネルギーに関することを学生委員会のメンバーと討論したり、各国の状況
を聞いたり、さらに、少し大きな話になりますが、千葉大学との提携校と何か
できればと思っています。
　来年度 1 年間でシステム作りはなかなか難しい面があると思いますが、今
後の 10 年に繋がるようなことを作っていければと思っています。私からは以
上です、ありがとうございました。
倉阪：ありがとうございます。10 年後に語られるようなそのようなシステム
を植草君の代で何か作り上げてもらいたいと思います。では、現委員長お願い
します。
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三枝：パネリストのみなさま、お忙しい中来ていただき本当にありがたいこと
を言っていただき、本当にありがとうございます。私が今聞いていて思ったこ
とは、この委員会の活動を自分のやりたいこと、自分の活動として行っている
という意識がすごく薄くなっているということを強く感じました。
　特に思ったことは、このパネリストの方々にお願いをしたときにみなさんす
ぐに返事を下さって、パネルディスカッションの内容についてのアドバイスも
いただいたり、今どんなふうに活動をしているのかを聞いて下さったりしてい
ただきました。勝美さんは特に遠くにいらして忙しいなか千葉まで帰ってきて
いただいて、この委員会への思い入れをとても感じました。
　私は今この委員会のメンバーがとても好きで先輩も後輩も好きなので、この
委員会が何か発展していくようにということを考えるのですが、今はどうして
も現役の中だと自分の班をどうしても先に見てしまいます。目の前にある班が
あって全体を見ることができないということがあります。委員会を自分のもの
だと、自分でこの委員会を発展させていきたいのだとみんなが思えれば、おの
ずとこの委員会としても新しいことが生まれてくるように思うので、それを大
切にしていきたいと思います。
　内部監査で倉阪先生が学生委員会に対する質問事項を考えるのですが、ずっ
と倉阪先生に委員会の長期的な目標は何ですかと聞かれています。いつも委員
会の中の長期目標をどうして毎年聞くのかと不思議に思っていたのですが、今
日分かったような気がします。まず長期の目標がないと、今これから踏み出す
一歩もどう踏み出せばいいかが分からなくなってしまうので、先に大きな目標
を立てることが大切だと思いました。もちろん何かを進めていく上で現実を考
えて諦めてしまうことも多いかもしれませんが、そうではなくて大きな目標に
向かっての一歩だと捉えることを大切にして、これからの活動ができるように
私もまだ期間が残っていますし、これからの後輩たちにそれが残せるように取
り組んでいきたいと思いました。
倉阪：少し補足をしますと、委員会も内部監査対象になっていまして、委員会
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に対する質問事項は私が作っています。先輩方から大変貴重なアドバイスをい
ただいたと思います。きちんとチャレンジして当事者意識を持って、10 年後
語られるようなものを自発的にやりたいことを見出しながら作っていってもら
いたいと思います。ルーティンではなくきちんと自分が自分で刺激を作りなが
ら、学生だからこそできることをやってもらいたい。そのような思いをいただ
きました。私もまさに感じているところです。私の方からも課題を挙げました
けれども、学生の方がもう少し元気になってもらいたいと思いますので、期待
したいと思います。教育効果は今の 4 人のプレゼンを見るだけで十分な教育
効果があるということが分かると思います。整理されて分かりやすく伝える力、
そういったところも学生に学んでもらいたいと思いました。10 年間継続でき
て本当によかったと思います。「継続は力」という話がありましたが、この次
の 10 年間継続します。継続したいと思います。みなさんの支援というか卒業
生の方の熱い目線というかそういったものをずっと感じて、続けていきたいと
思いますので、これからもよろしくお願いします。
　今日は本当に遠いところからも含めてこのシンポジウムにお越しいただきま
して心から感謝いたします。これで 10 周年記念シンポジウムをひとまず締め
させていただきます。本日はどうもありがとうございました。（拍手）
＊ 本特集は 2013 年 10 月 12 日（土）に開催された、「千葉大学環境マネジメントシ
ステム 10 周年記念シンポジウム」の記録を再構成して作成したものである。（公共
研究編集委員会）
